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中村　和之

1　はじめに

本稿は、フランス国立図書館（Bibliothèque nationale de France、以下

BnF と略称する）が所蔵する『職貢図』の「庫野」の絵図と満洲語・漢語

の解説を紹介することを目的とする。庫野とはアイヌを意味することばであ

るが、実際にはカラフトアイヌ（樺太アイヌ、サハリンアイヌともいう）を

指すことが多い。それは元朝以降の中国の歴代王朝が、アムール河（黒龍江）

の下流域からサハリン島（旧称は樺太）へ向かう経路でアイヌの居住域に進

出していったからである。元代の漢文史料でアイヌは骨嵬、明代では苦兀・

苦夷、清代では庫野と表記される。清代の満洲語史料ではkuyeと表記される。

これらはいずれも、ニヴフ語やツングース系のオルチャ語などでアイヌを意

味する kuγi ～ kuyi ～ kui のことである（中村 2011）。

『職貢図』の庫野、Kuye の項目は、カラフトアイヌについての史料とし

て重要な価値をもつ。また絵画に残っているアイヌの姿としても、最も古い

時期のものに属する。以下、近世のアイヌ史を研究するためのひとつの史料

として、BnF 蔵『職貢図』の庫野の内容の検討を行いたい。

2　国立故宮博物院蔵の謝遂『職貢図』とBnF 蔵の『職貢図』

謝遂『職貢図』は、有名な『皇清職貢図』のもととなった書である。謝遂

『職貢図』は、清朝の繁栄と版図の拡張を示すために、清の乾隆帝が勅命で

編纂させた諸集団の人物図とその解説文からなる書物である。謝遂『職貢図』

フランス国立図書館蔵『職貢図』の 
「庫野」について

〔史料紹介〕
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は、乾隆 16（1751）年から編纂が始まり、同 26（1761）年に一応完成した（松

浦 2006：428）。『皇清職貢図』は、謝遂『職貢図』に基づいて編纂され、『四

庫全書』所収の写本や内務府の刊本として普及している。その形式は、集団

ごとに男女の姿を黒色の線描画で描き、簡単な解説を漢文で付すというもの

である。一方、謝遂『職貢図』は美しい彩色を施しており、また解説は満洲

文と漢文の対訳で、いわゆる満漢合璧となっている。

謝遂『職貢図』は台湾の国立故宮博物院に所蔵されており（以下、故宮本

と略称する）、荘吉発氏による紹介が刊行されて（荘 1989）、初めてその内

容が知られるようになった。（荘 1989）では、各集団の人物図のモノクロ写真、

満洲文の解説の部分の図版とローマ字転写が掲載されている。漢文は文字の

みが示されており、漢文の解説の部分の図版は掲載されていない。長くモノ

クロ写真でしか人物図を見ることができなかったが、2019 年に国立故宮博

物院での特別展にあわせて図録が出版されたため（劉・謝 2019）、謝遂『職

貢図』の華麗な色彩を目にすることができるようになった 1）。なお類似する

写本としては、中国国家博物館蔵の『皇清職貢図』をあげることができる。

筆者は出版物のカラー図版を見た程度ではあるが、故宮本の形式に良く似て

いることがわかる（李・劉 1997：1）。

一方、BnF に『職貢図』の写本（以下、BnF 本と略称する）が所蔵され

ていることは、ナタリー・モネ氏の著作によって知られていた（Monnet 

2004：185-186）。形式は満漢合璧で、全 9 章のうち、第 1 章、第 2 章、第 3 章、

第 7 章、第 9 章を保存していると記されているので、完全な状態では残って

いないらしいことがわかった。残っている部分に、庫野の項目があるのかど

うかは不明であったが、羅山氏によって BnF 本のカラー写真と漢文が刊行

され、同書の内容を容易に知ることができるようになった（羅 2019）。それ

によると鄂倫綽、奇榜、庫野、費雅喀、恰喀拉、七姓、赫哲などのアムール

河下流域、サハリン島に居住する 7 つの集団についての記載があり、この点

では故宮本と比較して過不足がないことがわかった。ただ、（羅 2019）には

漢文のみが収録されており、満洲文が収録されていない。また漢文と満洲文

の解説の部分の図版がともに収録されておらず、原文の漢字を確認するには

不便があった。
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3　BnF 蔵の『職貢図』の書誌データと写本の形式

筆者は 2023 年 3 月、限られた時間ではあるが BnF 本の調査を行う機会を

得た。BnF での調査に当たっては、クロエ・ペロー博士（Dr. Chloé Perrot）

にお世話になり、さらに帰国後、ペロー博士からインターネット上に公開さ

れている古い資料台帳の存在を教えていただいた 2）。その内容によれば 3）、

資料の番号は 4080 で 4）、受け入れ日は 1879 年 1 月 20 日である 5）。出所、発

売者の欄には、「Morin（モラン）氏。グランド・ジャット島、ヌイイ（セー

ヌ）」と書かれている。ヌイイ（セーヌ）とは、パリ西部近郊にあるヌイイ

＝シュル＝セーヌ市（Neuilly-sur-Seine）のことである。さらに、「264 人の

中国風の人物（男性と女性）がグワシュ（水彩絵の具）で絹に描かれ、各人

物の横に説明文があり、テキストのみまたは装飾のための独立したシートが

数枚ある。すべては折り畳まれた大形のボール紙製の画用紙入れに収められ、

文字が刻まれた三つの木箱に入っている」との付記がなされている。

『職貢図』を閲覧したところ、外側は留め金がついた厚紙の表紙で包まれ

ており、その包みが三つあった。なかをあけると木の板が見え、表の板には

縦書きで「職貢圖」と刻まれていた。縦書きの「職貢圖」の下には、横書き

でそれぞれ「一冊」、「二冊」、「七冊」と刻まれていた。庫野の項目を含む冊

子が収められていた包みには、表の板に「職貢圖」「七冊」と刻まれていた。

包みのなかには厚紙が重なった状態になっており、その厚紙を開いてみると、

厚紙を二つ折りにして、紙の左右の縁の部分に細く糊をつけて貼り合わせる、

胡
こ

蝶
ちょう

装
そう

という装丁であることがわかった（図 1）。絵は絹本に描かれ、左側

に女性が（図 2）、右側に男性が描かれている（図 3）。左側の頁の女性の左

斜め上には、Kuye と書かれており、その後に行を変えて満洲文が 6 行書か

れている（図 4）。女性の右斜め上、つまり左側の頁の折目に近いところに

は「庫野婦 / Kuye hehe（クイェの女性）」と漢語・満洲語で書かれている（図

5）。右側の頁の男性の右斜め上には、庫野と書かれており、その後に行を変

えて漢文が 4 行書かれている（図 6）。このような形式は故宮本や（図 7）、

中国国家博物館蔵の『皇清職貢図』にはなく、類例が見られないものである。

筆者は BnF 本の特殊な形式は、『皇清職貢図』の『四庫全書』所収の写本
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（図 8）、および乾隆刊本（図 9）・嘉慶刊本の形式を念頭に置いているのでは

ないかと考えている。図 2 と図 3 の漢文のみを見ると、男性の右上に「庫野」、

女性の右上に「庫野婦」と書かれている。「庫野」に続いて漢文の解説が書

かれているところは、『四庫全書』所収の写本、および乾隆刊本・嘉慶刊本

とは違うが、縦が 39㎝、横が 34㎝という用紙に合わせた結果であろう。故

図 2　BnF 本の庫野（左頁、女性） 図 3　BnF 本の庫野（右頁、男性）

図 1　BnF 本の庫野
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宮本や中国国家博物館蔵の『皇清職貢図』は縦に長い用紙に描かれているの

に対し、BnF 本の用紙は正方形に近いからである。また満洲文は漢文とは

左右対照に、左側に置かれる。これは満洲文が左から右に書かれることによ

るものであり、清代の満漢合璧の文書では珍しいことではない。つまり女性

の右斜め上に「庫野婦 / Kuye hehe（クイェの女性）」と書かれるのは、『皇

清職貢図』の漢文の書式を前提とし、それに満洲文をつけ加えたことによる

のであろう。『職貢図』の諸写本の調査が、まだ不十分な段階での推定であ

るが、もし筆者の推定が成立するものとすれば、BnF 本の成立は『四庫全書』

図 4　BnF 本の庫野
（左頁、満洲語）

図 6　BnF 本の庫野
（右頁、漢語）

図 5　BnF 本の庫野
（左頁、満洲語と漢語）
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図 8　『皇清職貢図』巻 3、庫野（四庫全書、文淵閣本）（王 1972）

図 7　謝遂『職貢図』巻 2、
庫野、Kuye（故宮本）

図 9　『皇清職貢図』巻 3、庫野（乾隆刊本、早稲田大学図書館蔵）
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の写本、乾隆刊本よりも後と考えなければならない。

4　BnF 本と故宮本の庫野、Kuye の比較

ではつぎに、BnF 本と故宮本の内容の比較に移ろう。まず BnF 本の漢文

を以下に引用する。（羅 2019：138-139）にも、人物画と漢文の解説が掲載さ

れている。なお、故宮本との文字の違いを注記する。故宮本は（劉・謝

2019：168）に画像が掲げられている。/ は行の末尾を示す。

庫野 /

庫野居東海島之雅丹・ 6）里勘等處。男則薙頂心以前之 / 髪 7）、而蓄其

後、長至肩即截去。草笠布衣、綴紅布卍字於 8）肩 / 背間。亦有衣魚皮者。

性好鬭 9）、出必懐利刄 10）。婦女幼時即以 / 針刺唇、用烟煤塗之。土語謂

之庫野話、 11）進貂皮。/

以下に漢文の訳を掲げる。別字体の漢字は、当用漢字に変更している。

庫
ク

野
イェ

、庫野は東海の島の雅
ヤ

丹
ダン

・達
ダ

里
リ

勘
カン

等の処に居
す

んでいる。男は則ち頂
のう

心
てん

以前の髪を薙
そ

り、其の後は蓄
たくわ

え、長
の

びて肩に至れば 即
ただちに

に截
たち

去
き

る。草

の笠と布の衣で、紅い布の卍の字を肩と背の間に綴
つけ

る。亦た魚皮を衣
き

る

者が有
い

る。 性
せいしつ

は 闘
あらそい

を好み、出
いず

るには必ず利
えいり

な刃
はもの

を 懐
けいたい

する。婦女は、

幼い時に即ち針で唇を刺
さ

し、烟
す

煤
す

を用いて之に塗
ぬ

る。土
とち

の語は之を庫
ク

野
イェ

話
ご

と謂い、 歳
としごと

に貂
てん

の皮を 進
けんじょう

する。

つぎに、満洲文のローマナイズと逐語訳を掲げる 12）。/ は行の末尾を示す。

Kuye13）. / 

クイェ。

k

クイェは

uye,      d

東

ergi m

海の

ederi t

島

un i

の

 y

ヤダン

adan  d

ダリカン

arikan  i

の等

jergi b

の地に

ade  t

住む

embi.  

h

男たち

ahasi  o

は

ci,  f

つむじ

oron  i

の

 / j

前の

ulergi f

毛

uniyehe b

を

e f

剃り

usifi, a

その後ろ

margingge b

を

e 

s

残しておく

ulabumbi.    m

のびて

utufi m

肩

eiren d

に

e i

近付いた

sinaha  m

後

anggi,  / u

直ちに

thai  h

裁ち切る

asalambi. 

、 。

、 、

。 、 。



290 フランス国立図書館蔵『職貢図』の「庫野」について

o

草の

rhoi s

？

ekiyebu14） b

布の

osoi e

衣服（を）

tuku  e

着る

tumbi. f

赤い

ulgiyan b

布

oso i

で

 a

作った

raha   卍

卍

 

s

という

ere   h

文字

ergen b

を

e / m

肩（と）

eiren f

背中

isa  d

に

e h

取りつける

adambi.   n

魚

imaha i

の

 s

皮

ukū b

を

e 

e

着用する者

turengge  i

も

nu  b

いる

i.     b

気性（は）

anin  b

争い

ecunure d

を

e a

好み

muran15）, t

外出する

ucike / d

毎に

ari 

u

必ず

runakū d

鋭利な

acun   l

腰刀（を）

oho  a

帯びる

shambi.  h

女たち

ehesi o

は

ci,  a

幼い

jigen f

頃

on c

から

i  

u

早々と

thai  a

口の

nggai f

唇

emen b

を

e u

針

lme16） i

で

 /  t

刺し

okofi,  k

鍋墨

u  i

を

 i

塗る

jumbi.    c

彼らの

eni

b

土地

a  i

の

 i

方角（で）

ci  g

話すの

isurere  b

を

e  k

クイェ語で話す

uyedembi  s

という

embi,   a

毎年

niyadari   

s

貂の皮（を）

eke  j

献じる

afambi. /

最後に、満洲文の訳を掲げる。

クイェ。クイェは、東海の島のヤダン・ダリカンなどの地に住む。男た

ちは、つむじの前の毛を剃り、その後ろは残しておき、のびて肩に近づ

いたらすぐに切る。草の ？ と布の衣服を着用する。赤い布で作った卍

という文字を、肩と背中に取りつける。魚の皮を着用する者もいる。気

性は争いを好み、外出するごとに必ず鋭利な腰刀を帯びる。女たちは、

幼い頃から早々と唇を針で刺し鍋墨を塗る。彼らの土地の方角で話され

るのはクイェ語である。毎年貂の皮を献じる。

それでは、漢文・満洲文の内容をいくつか取りあげて検討を加えてみよう。

（1）東海の島のヤダン（雅丹）・ダリカン（達里勘）

ヤダンは地名ではなく、hala（姓）である。清朝は先住民に hala i da（姓

の長）や gašan i da（村の長）などの位を与え、辺民という毛皮貢納民とし

た（松浦 2006：222-280）。yadan とは、サハリン島西海岸のナヨロ（現在は

ペンゼンスコエ Penzenskoye）という集落の首長の姓である。ダリカンとは、

サハリン島東海岸のタライカ湖の畔にあるタライカのことである。

。

。

。 、

。 、

、 。

。

。
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（2）男性の髪容

アイヌの男性が前髪を剃ることについては、（児玉・伊藤 1941）の報告が

ある。カラフトアイヌの方がより広く剃りあげることが指摘されている。

（3）草の笠／草の編み帽子

BnF 本の満洲語の sekiyebu の意味が

よくわからないが、まずは故宮本に従っ

て考えてみる。この帽子はイナウカサと

いうアイヌの男性の帽子である（中村

2012）。サハリン島や北海道の北部など

に報告例がある（図 10）。イナウカサの

ことばがあらわしているようにイナウ

（削りかけ）で作った笠である。松浦武四郎（1818 年～ 1888 年）が、その

旅行記のなかでいくつか報告している。

（4）赤い布で作った卍の字

卍の字の文様はアイヌの衣服の文様には見あたらない。そのため林慶俊氏

が指摘されるように、＋の文様が卍と誤って伝えられ、『職貢図』に卍字の

形で描写されるようになったのであろうとの指摘は正しいと思う（임 2021：

215-216）。ただ、＋の文様だけとする必要はないかもしれない。アイヌの衣

装の切
き

り伏
ぶ

せ文様は、サハリン島で隣接する居住域を持つニヴフ（旧称はギ

リヤーク）やウイルタ（旧称はオロッコ）の文様と比べて特徴的である。ア

イヌの切り伏せ文様が直線と直角を組み合わせた文様であるのに対し、ニヴ

フやウイルタの文様が曲線を主体とするところに違いがある。おそらくこの

特徴を卍の字で表現した可能性があるのではないか。なお赤い布については、

今後の課題としたい。

（5）魚皮／魚の皮

アイヌはアットゥシなど樹皮衣を多く着用するが、魚皮衣を用いることも

ある。BnF 本は故宮本に比べて魚皮の表現が緻密である。

（6）女性の入れ墨に用いる烟煤／鍋墨

アイヌの女性は成人するまでに口のまわりに入れ墨をする。北海道アイヌ

に比べてカラフトアイヌは、入れ墨が小さいとされている（児玉・伊藤

図 10　北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター植物園蔵「笠」
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1939、1940）。また漢文では「烟煤」、満洲文では「鍋墨」と記されているが、

鍋墨の方がより詳細である。女性の絵では入れ墨がはっきりと描かれている

わけではない。ただ唇の輪郭をなぞるように黒く描かれているようにもみえ

る。BnF 本はとくにそのようにみえるが、あるいはこれが入れ墨を表現す

るものかもしれない。

（7）鋭利な腰刀

BnF 本、故宮本とも、男女の腰の下に小刀が描かれている。アイヌの小

刀（マキリ）を描いたものと思われる。男性が懐に入れている刀については、

思いあたるものがない。今後の課題としたい。

（8）首飾り（タマサイ）

BnF 本、故宮本ともにアムール河下流域、サハリン島に居住する 7 つの

集団のなかで、女性が首飾りをしているのは庫野、Kuye だけである。アイ

ヌの女性が身につける首飾りはタマサイという。ただ、BnF 本、故宮本と

も赤い小玉のところどころに大きな青玉が置かれている。これは現存する伝

世品のタマサイにはあまり例がないように思う。江戸時代に北方からもたら

されたガラス玉については、青玉とする記録が多いように思うが、この点は

今後の課題としたい。

以上の検討によって、『職貢図』の庫野、Kuye の人物画と解説文はアイヌ、

とくにカラフトアイヌの生活・文化を記した記録といって良いことがわかっ

た。細かい点には疑問が残るが、これらは今後の課題としたい。

5　おわりに

BnF 本の調査によって、故宮本以外の形式の写本がある可能性があるこ

とがわかった。故宮本は、現在のところ最も史料価値が高い写本ということ

ができる。ただし故宮本は『職貢図』の原本ではなく、正本の原画を複写し

た副本のひとつである。正本は、1905 年に鳥居龍蔵が清朝の旧都奉天（盛京・

瀋陽）の宮殿で発見し紹介したものであるが、現在は所在が不明である（増

井 2017）。今後、『職貢図』の諸写本の存在を確認し、写本の系統を明らか
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にしなければならない。そのなかで BnF 本の位置づけについても検討して

いかなければならないと考える。

註
1） 現在、故宮博物院のホームページ（https://theme.npm.edu.tw/opendata/index.

aspx）で一部画像を高解像度で提供している（2023 年 12 月 1 日確認。ほかの
URL も同日に確認した）。

2） Registre des acquisitions effectuées par le département des Estampes et de la 
photographie. Années 1848 à 1907

3） https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b10550769r/f172.item
4） 現在の資料番号は Reserve B-7（1-3a）Pet Fol である。
5） 以下が、資料台帳の当該ページの記載である。
 Nos D’ORDRE.: 4080
 DATE DE L’ENTRÉE.: 1879. 20 Janvier
 ORIGINE.: M. Morin. Ile de la Jatte, à Neuilly （Seine）.
  TITRE DES OUVRAGES.: 264 figures chinoises （hommes et femmes） peintes sur 

soie à la gouache, avec des légendes explicatives à côté de chaque personnage, et 
avec plusieurs feuilles isolées de texte ou d'ornement. Le tout, monté sur des 
cartons se repliant les uns sur les autres, et contenu dans trois boîtes en bois 
portant des caractères gravés.

 PRIX.: 4000f
6） 故宮本では、達となっている。
7） 故宮本では、 となっている。
8） 故宮本では、于となっている。
9） 故宮本では、闘となっている。
10）故宮本では、刃となっている。
11）故宮本では、 となっている。
12） 故宮本の満洲文のローマナイズについては、（荘 1989）が基本的な業績である。ロー

マナイズと日本語訳は、（増井 2017）と（中村 2011、2012）が発表しており、（増
井 2011）は日本語の訳のみを発表している。（임 2021）はローマナイズと韓国語
訳を発表している。

13） 故宮本では guye なっており、（荘 1989）はこれを kuye に訂正している。（増井
2017）と（임 2021）は、（荘 1989）に従っている。本稿もこれに従う。

14） 故宮本では、sekiyeku となっている。sekiyeku とは（河内 2018：950）では「草
編みの大きな帽子」、（羽田 1972：363）と（福田 1987：707）では「草編みの帽子」
という意味であり、漢文の「草の笠」とも対応する。もし BnF 本のように
sekiyebu だとすると当てはまる語がない。なお sekiyebu に近い語としては、（河
内 2018：950）に sekiyebumbi という語があるが「水を滴らせる」という意味で、
漢文と対応しない。とりあえずは、疑問としておきたい。

15） （荘 1989）は amauran としているが、（増井 2017）と（임 2021）は amuran とし
ている。本稿もこれに従う。

16） （荘 1989）は ulame としているが、（増井 2017）と（임 2021）は ulme としている。
本稿もこれに従う。
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<ABSTRACT>

On ‘Kuye （庫野）’ of “Zhigong Tu （職貢図）” owned by the 
Bibliothèque nationale de France

NAKAMURA Kazuyuki

The “Zhigong Tu（職貢図）” is an ethnographic collection held by the 

National Library of France (Bibliothèque nationale de France). The work 

comprises 266 paintings of the people (both men and women) from the Qing 

Dynasty and surrounding areas. Every painting comes with explanations 

written in Manchu and Chinese. The Manchu version of the explanations is of 

significance for ethnological and linguistic study. The two-page entry referred 

to as the ʻKuye（庫野）’ of “Zhigong Tu” is an important document for studying 

the history and culture of Sakhalin Ainu.The 'Kuye' includes descriptions of 

men's hats, men's hairstyles, women's tattoos, sharp knives, and fish skin 

clothing. Additionally, women's necklaces are depicted in the paintings. These 

are invaluable records of the Sakhalin Ainu in the 18th Century. Most records 

about Ainu in the 18th Century were written in Japanese. Therefore, the 'Kuye' 

stands out as the only record written in Manchu and Chinese. Comparative 

analysis of the texts has the potential to fill in knowledge gaps when 

reconstructing the culture of the  Sakhalin Ainu. 


